
施設規模

2007年８月よりトヨタ自動車（株）のリターナブルラック管理業務の請負
を開始。北米・欧州・豪州・アジアなどから再輸入されるリターナブルラッ
クを倉庫にて保管・点検・出荷し一元管理。必要な時に必要なリター
ナブルラックをお客様に届けるべく、適正な在庫管理・出荷品質の
向上を目指し改善を進めています。

2006年4月より、トヨタ自動車（株）の輸入部品倉庫管理業務の請負を
開始。北米をはじめ、欧州、アジアから輸入される自動車部品が海上のコン
テナから倉庫に搬出され、出荷するまでを一元管理しています。欠品の
防止はもちろんのこと、輸入部品全体量の調整、改善に努めています。

敷地内に船社バンプールを誘致・貸付
　●（株）上組  上組西部バンプール（KSVP）
 　　使用面積 70,628㎡

〈筆頭株主〉

関係会社

『船社・港運・陸運』10社による共同出資会社。
平成17年12月の第1バース供用開始の際、世界初の遠隔
自働RTG（門型クレーン）を導入。また、平成20年12月の
第2バース供用開始時には、日本初のAGV（自働搬送台車）
を導入した先駆的なIT自働化ターミナル。これら自働機器
とITを駆使し、更なる効率化と利便性の向上を目指します。

飛島コンテナ埠頭株式会社（TCB）貨物利用運送業
事業種類／第一種利用運送事業
区分／登録
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物 流 機 器

輸入部品

リターナブルラック

トランスファーテナー 2基
上組・・・1基
フジトランスコーポレーション・・・1基

トランスファーテナーヤード
保管能力　約700FEU
シャーシヤード（車庫）
約400レーン

302号線

来客・社員用駐車場

TLS空シャーシ置場

TLS本館

実入コンテナシャーシ置場
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テナーヤード（保税蔵置場）
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Transport

Safekeeping
コンテナ保管

複合的サービスで国際物流を
トータルサポート

お客様のニーズに応えるべく、輸出入コンテナの保管ヤード（約
700FEU）を保有しています。トランスファークレーン2基〈㈱上組1基、
㈱フジトランスコーポレーション1基〉により、安全かつ迅速な作業が可
能です。「ヤード管理システム」により輸出入コンテナの在庫管理をして
おり、保税蔵置場としての登録によりコンテナ通関も可能、SEA-
NACCSによる保税管理も万全です。
◇保税地域コード5EWE5（名称：TLSHHZ）

安全第一・高輸送品質をモットーに、4社の港運（㈱上組・㈱フジトラン
スコーポレーション・名港海運㈱・日本コンテナ輸送㈱）との連携によ
り、トヨタ自動車㈱をはじめ、トヨタグループ8社の輸出入コンテナ（日
当たり700～900本）を約200台の登録車両で輸送しています。「ダイ
ヤ作成システム」による各梱包拠点からのコンテナオーダーの一元管理
と、GPS端末を活用した「TLS車両動態管理システム」及びMCA無線を
駆使し、ムリ・ムダのない効率的な配車を実現しています。

■飛島物流サービス株式会社（TLS） 配置図
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私たちTLSは、トヨタグループ海外向けの
国際総合物流会社です。

代表取締役社長

平栗 日出男

弊社は、トヨタ自動車100％の子会社として1998 年にトヨタ自動車向け
輸出入コンテナの輸送事業を始め、以降、協力会社様の多大なるご協力のもと、
またトヨタグループ各社を始めとする多くのお客様にご愛顧いただき、
部品輸出用のリターナブルラックの保管、海外からの輸入部品の保管/出庫、
お客様と港の稼働差を吸収するためのコンテナ保管など業務範囲を拡大して参りました。
変化と多様性への対応が求められる中、これからも安全、高品質、高効率な物流を
スピード感をもって実現することで、お客様、地域社会のお役に立ち続けることを
目指します。また、物流が社会インフラとして認識される昨今、温暖化を始めとする
環境問題、少子高齢化に伴う労働力不足などの社会課題の解決に全力で取り組みつつ、
名古屋港に籍を置く健全な企業市民として、港湾の発展、弊社従業員を含む、
働く仲間の幸せのために尽力して参ります。
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